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Ⅰ-1 墨田区包括的支援体制整備事業

【福祉保健部】
厚生課、生活福祉課、
障害者福祉課、介護保険課、
高齢者福祉課

【保健衛生担当】
保健予防課
保健計画課
本所保健センター
向島保健センター

【子ども・子育て支援部】
子育て支援課、子育て政策課
子育て支援総合センター

【地域力支援部】
地域活動推進課

【都市計画部】
住宅課

【教育委員会事務局】
指導室、すみだ教育研究所

高齢・介護、障害、子ども、生活困窮等の分野別に行われてきた既存の相談支援や地域づくり支援の取り組み
を活かし、分野別の支援体制では対応しきれないような「複雑化・複合化した支援ニーズ」や「制度の狭間にあ
る課題」に対応する包括的な支援体制を構築する。
重層的なセーフティネットの強化を図り、地域共生社会の実現をめざすことを目的として、属性を問わない相

談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援等を一体的に実施する。
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令和6年度から
健康推進課



令和3年度(試行） 令和4年度(本格実施） 令和5年度(本格実施2年目）
主な取組 ・制度設計(個人情報の整備

を含む）
・実施計画・要綱策定
・包括的支援体制整備の地域拠
点である「地域福祉プラット
フォーム事業」を社協に委託
・支援会議及び重層的支援会議
の試行実施

・事務局体制強化（組織改正、
人員増、専門職配置）
・相談支援ネットワークの拡充
・モニタリングによる進捗管理
の強化
・チーム支援の意識醸成
・各課題事例の概要版の配布に
よる支援技術の向上

・支援機関の後方支援強化
・コア会議の拡充(本格実施）
・各委託業者連携会議スタート
・専門研修(ひきこもり支援)実施
・相談技術向上研修「声なき声」を
聴く支援 川端 伸子氏
・課題事例を通じて主管課業務の
レクチャ－(児童手当、医療助成等)

支援会議 ① 回数 ４回
② 協議事例数 １３事例
③ メンバー５部１４課と

社会福祉協議会

① 回数 １０回
② 協議事例数 ２３事例
③ メンバー ６部１６課と

社会福祉協議会

① 回数 10回
② 協議事例数 ２２事例
③ メンバー ６部１６課と

社会福祉協議会

コア会議 試行実施 １件 本格実施１３件19回(内 R4の事例４件）

モニタ
リング
年3回

8，11，2月

事例の進捗状況
年度内終了 ７件
継続 ６件

事例の進捗状況
R3の終了 6件
年度内終了 16件
次年度継続 ７件

事例の進捗状況
R4の終了 7件
年度内終了 19件
次年度継続 3件

重層的
支援会議

① 回数 ３回
② 協議事例数 １事例
③ メンバー ５部１４課
④ 事例の進捗状況

年度内終了 １件

① 回数 ６回
（内４回：ひきこもり対策部会）
② 協議事例数 １事例2回
③ メンバー ６部１６課
④ 進捗 年度内終了１件

① R6.3.27 開催
② 協議事例数 なし
③ メンバー 6部16課
④ 令和5年度の実績報告、評価・
分析、各主管部局との意見交換

Ⅰ-2 令和3年度、4年度、5年度の取組状況
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Ⅰ-3 地域福祉プラットフォーム事業
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・平成２８年度～令和２年度
区の補助を受けて墨田区社会福祉協議会が自主事業として実施

・令和３年度～
「包括的支援体制整備事業」の地域の拠点として、墨田区社会
福祉協議会が区からの受託事業として事業を開始

世代や属性を問わず、交流や相談ができる居場所
・誰もが自由に出入りでき、気軽に話ができる“世代間交流を
図る”地域の居場所

・「くらしの困りごと」を常駐している社協のコミュニティ・
ソーシャル・ワーカーに相談ができる場

・京島と八広 毎週火曜日と木曜日
・本所と墨田 毎週月曜日と水曜日（本所は第３月曜日は休み）

午前１１時から午後４時まで （※墨田のみ1時～4時半まで）

墨田区社会福祉協議会が、京島・本所・八広・墨田の区内４
カ所で、地域福祉プラットフォーム事業を実施しています。
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NEW！

京島

八広

墨田

本所
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Ⅱ-1 ひきこもり支援推進事業について

５



6

ひきこもり支援
周知リーフレット
を広く配布！

・区関係機関
・民生・児童委員
・区内医療機関、薬局

包括支援センター、
保健センター等
直接ひきこもりの相談が
ある関係機関に対して説
明会も実施！

Ⅱ-2 ひきこもり支援推進事業：4つの相談方法、専用WEBサイト、広報について
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【民間事業者とコラボ！】
VTuberを活用した動画配信

社会的なひきこもりに対す
る理解を深める目的で実施

元ひきこもりのつきみちゃんがひきこもりに
関する内容を校内放送でラジオ風にお話し
ています！
ひきこもりの時にいやだったこと、してほしく
ないこと、などを赤裸々に語ります！

MXテレビ、日本テレビなどで報道（二次的
広報）

・役所は堅いイメージがあったがユニークな
取り組みで親近感もてた。
・理解を深める生きやすい社会をつくれたら
という点に共感できる。
などのコメントをいただいています！

Ⅱ-3 ひきこもり支援推進事業：広報活動
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